
文
正
個
年
六
同
二
十
一
日
筒
言
語
帽
錫
偏
物
認
可
合
物

M
J純
一

a
a
E討》

巷ハ+ニ第第回Z理
有f1"哩!It'日-月四&J<.I!a ，師匠苗

論
胴

聾
師
ず
」
管
業
課
税
・
・
・
・
・
・
法
事
博
士
神
戸

マ

ル

サ

ス

の

訟

慌

論

・

・

・

翻

消

串

士

谷

口

議

醐

噛

演

長
崎
山
機
舶
底
曳
網
漁
業
と
金
融
情
北
・
的
観
士
長
谷
川
安
次
郎

坦

蹴

常

招

フ
ラ
ン
ス
の
新
貨
幣
制
度
に
就
て
・
・
関
商
事
士
松
岡
孝
児

英
蘭
銀
行
内
成
立
及
品
回
展
過
程
に
就
て
組
縄
問
申
士
一
谷
藤
一
郎

大
阪
翁
符
曾
一
耽
の
業
績
-
a

・
・
・
・
組
冊
目
皐
士
菅
野
和
太
郎

最

坦

の

諸

岡

幣

制

改

革

の

傾

向

・

紐

済

串

士

島

本

融

雄

幅

縮

鰍

京
都
府
に
於

2
士
卒
申
臨
農
商
に
就
て
・
・
粧
ま
了
寸
」

英
岡
新
聞
界
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

園
際
統
計
協
曾
ご
闘
際
聯
盟

議

聾

堀

江

指
岨
均
怜
ハ
ド

判

略

立

川

細

山

間

帯

土

菊

岡

間

抑

制

上

崎

戦吉正

彦雄

太喜保

jjl5一誠



離

英
国
新
聞
山
ヨ
シ
ク
エ
ル

ν

錐

英
園
新
聞
界
の
コ
ン
ツ
且
ル
ン

磁

部

害

別
調
産
業
の
合
理
化
は
生
産
過
担
及
び
阻
給
過
程
の
終
消
性

を
的
地
す
る
と
と
を
言
ム
。
そ
し
て
今
日
の
資
本
主
義
刑
台
で

は
、
そ
の
直
接
目
的
が
各
個
経
済
的
危
粧
済
性
増
進
で
あ
る
己

止
は
論
宇
る
ま
で
も
た
い
で
あ
ら
う
。
各
個
経
済
的
た
る
合
理

化
は
先
づ
、
各
個
経
済
的
単
位
忙
於
い
て
替
ま
れ
る
。
し
か
し

放
川
市
在
ヨ
リ
大
た
ら
し
む
る
た
め
に
、
自
ら
各
個
経
済
的
単
位

相
互
の
問
で
協
力
的
民
替
ま
れ
易
い
。
と
の
意
味
の
一
つ
の
新

ιい
現
象
が
戦
後
の
凋
逸
で
特
に
盛
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
Y

の
組
織

で
あ
る
が
、
近
着
の
=
ロ
凶
作
君
E
m
n
E
r
F
2
0
百
円
骨
阿
国
ι
2

E
E
Oロ
内
宮
町
司
自
国

r
p同淀川町
N
Z
E
m
-
-
Q
T官
官
ロ
問
問
。
再
口
口

uA 

昌
弘
)
は
、
英
闘
に
於
け
る
夫
れ
を
停
へ
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ

の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
組
織
が
、
常
に
枇
舎
の
木
鐸
と
栴
せ
ら

一
見
非
笹
利
的
事
業
で
あ
る
か
の
如
〈
に
思
は
れ
る
新
聞

れ

第
二
十
人
恭

第
四
扱

四
λ 

穴
幽

λ

界
で
生
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
し
、
ま
た
胸
近
新
聞
の
企
業
化
の

傾
向
激
し
い
吾
が
闘
に
封
服
し
て
、
吾
々
の
興
味
を
惹
く
E
L乙

が
勘
少
で
な
い
。
以
下
、
そ
の
大
要
を
紹
介
す
る
で
あ
ち
ろ
。

英
闘
に
於
け
る
企
謎
集
中
の
傾
向
は
近
年
「
新
開
産
業
」

(
N
E
E
D官
M
S
L
Z
耳
コ
ゆ
)
に
於
い
て
特
に
辿
か
に
且
つ
著

L
く
進

展
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
と
れ
は
勿
論
純
然
た
る
桜
桝
的
考
慮
か

ら
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
日
英
岡
新
聞
界
で
は
大
小
多
く
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
y
が
存
在

し
て
ゐ
る
が

そ
の
中
で
も
問
。
F
t
B
o
z
-
国
司
弓
及
び

H
P
Z
Z井
の
三
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
特
に
針
立
し
て
ゐ
る
。
モ

し
て
之
等
山
一
三
者
の
い
づ
れ
に
も
従
属
せ
宇
に
居
る
己
主
は

同
園
新
聞
界
で
長
吉
歳
月
の
聞
に
特
具
た
る
信
用
た
り
、
ま
た

特
殊
白
地
位
た
り
を
礎
保
し
得
た
止
と
る
の
比
較
的
少
数
の
新

聞
雑
誌
に
於
い
て
の
み
、
始
め
て
可
能
主
な
っ
て
ゐ
る
。
と
の

少
数
諸
誌
と
し
て
、
苔
々
は
E
d
E
F
=
=
冨
E
n
r
a
z
z
u
E司
l

ι
F
h
w
ロ・

-
言
。
百
戸
口
問
唱
。
ω時

h
-

〈
O

子
島

5
3
a
目
、
等
の
日

検 F. Leitner， Wirtschaftslehre der Unternehnnll市 1926.S.' 286以-F畠問。

柑拙稿「ヨシツェルンに就νてJ(本紙第二十六を格別蹴)審問。
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刊
誌
及
び
若
干
白
遡
河
誌
並
び
に
月
刊
誌
を
皐
げ
る
と
・
と
が
出

来
ゃ
う
。

問
。
円
『
日
目
冊
目
・
開
。
ロ
N
m
E

と
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
基
礎
は
、

Z
R
F
n
z
p
卿
の
E

何
百
-

ロ
E
m
Z勾

dz・
-
賀
敢
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
精
密

に
は

F
o
E
Z
R
F己
戸
市
目
問
。
F
m
H
5
2
0円
。
ロ
日
E

t
言
ム
ベ
き

で
あ
ら
う
o

同
州
同
生
前
J
越
の
三
即
日
日
間
目
。

3
1
以
外

に
、
今
日
稜
行
部
政
二
百
高
を
以
て
有
名
な
=
ロ
E
q
日目戸
2

を
創
設
し
、
更
に

E
R

印E
国
営
〈
ロ
品
Eny--(最
初
は
週
刈
)
を

一
丸

O
五
年
に
は
右
三
者
を
統
一
的
に
主
宰
す
る

た
め
、
〉
目
。
E
E
E
Z
2
3官
官
3
円
E
を
設
立
し
た
の
で
あ

も
統
制
し
、

る
0
・泣ほ

z
・HJEE--
も
亦
曾
て
は
同
卿
の
掌
中
に
あ
っ
た
の

だ
が
、
英
図
評
齢
界
に
於
け
る
特
殊
地
位
に
鑑
み
て
、
特
に
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
日
で
は
.
そ
の
自

主
調
立
は
特
別
の
賠
閥
委
品
川
舎
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
ゐ
る
。

一
九
二
二
年
.
以
上
の
諸
誌

ι劃
す
る

Z
。コ
E
M
F
州
の
賀

卿
陀
部
波
さ
る

a
A
K
及
ん
で
今
日
の

榔
由、

同
。
河
町
内
門
口
同
吊

雑

録

英
園
新
聞
白
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

同
o
p
o
B司
φ
同
E
Z百
は
形
成
さ
れ
た
。
す
た
は
ち
持
株
曾
祉

の
形
態
を
在
っ
た
主
脳
曾
枇
ロ

t
q
Z
E
-
-
P
E
F
Cへ
が
設

立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
祉
の
後
取
株
〈

HhRrNロ岡田「
5
ロ〉

口
五
十
一
ご
パ
ー
セ
ン
ト
は
同
o
F
m
E命
指
卿
が
所
有
し
て
ゐ
る

が
、
残
飴
の
株
式
の
犬
多
数
は
口
記
一
可

HZM司
z
z
o
z
y宮
F

F
a
-
白
山
む
る
主
こ
ろ
で
あ
る
。

-N」
同
時
に
印
E
ι
4
E
2
2
7

6

5

 

邑

2
2
4山
吉
田
-
E
F
も
亦
株
主
と
し
て
参
加
し
て
ゐ
る
。

共
後
右
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
多
く
の
地
方
新
聞
に
進
出
す
る

に
い
た
っ
た
の
は
、
英
図
的
地
方
諸
都
市
で
数
多
の
夕
刊
誌
を

強
行
し
つ
i
h

あ
る

Z
2
Z
E』問。

2

5
宮司
n
p
c
h
を
何
蹴

し
た
か
ら
で
あ
る
o

か
く
て
地
方
諸
都
市
に
於
け
る
そ
の
活
動

は
、
地
方
新
聞
の
有
力
た
代
表
者
と
下
っ
て
も
よ
い

日1
3 

問。
E
N
0
3
i
r
首
然
倒
突
せ
す
る
聖
得
・
な
か
っ
た
。

そ
の
一
例

は

〉
σ21品。
2
2
0
5官
官
F
「
E
-
E中
心
'
と
す
る
耐
コ

y

ツ
ェ
ル
ン
の
受
協
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の

如
く
問
。
吾
司
E
2
0
内

S
N
m
E
は
地
方
に
於
け
る
足
場
を
ば
、

既
存
諸
誌
の
賀
牧
に
よ
っ
て
つ
く
ら
ん
・
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
ほ
ロ
ン
ド
ン
で
は
、

巴

E
q
岩
山
口
叶

E
F
F
E
は
回

2
1

第
二
十
八
轡

穴
阻
え

第
四
観

四
九

Sundny Pictoral 

。
唖斑3

 
3
 

ま際、JU
 

成形n
 

e
 

n
 

o
 

k
 

e
 

e
 

m
 

e
 

L
U
 

O
 

R
 

時

肘

耳

0
0
0中

叫
蹄
捗
砂
戸

，
山
高
高
高
岡

山
吋
叩
明
記

費
金
上
上
吋

締

本

仙

公
費

d

御

料

配

最
公
同
同
止 Daily MIrror Newspapers， 



雑

骨

英
嗣
新
聞
の
司
ン
ヲ
エ
ル
y

品
号
円
。
。
r
卿
の
三
誌
、
す
訟
は
ち
z
U宮
q
p
唱
目
F
=
=
∞z
p

E
判
例
品
同
O
E
-
-
及
び
m
h
M
N

再
E
ロ
四
日
E
ロ
骨
岡
そ
.
の
株
主
た
る

の
で
あ
る
。
ま
た
z
ロ
E
q
同
品
目
出
=
の
如
き
は
近
時
麗
ヒ

E
U
E】
可

H
r
z
z
=
及
び
そ
の
姉
妹
誌
特
有
の
管
業
政
策
l
l懸

賞
人
気
投
現
等
に
よ
る
護
行
部
敢
闘
叫
士
、
策
l
l
E
占
り
い
れ
て

ゐ
る
。
し
か
る
に
地
方
で
は

己
の
阿
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
訟
五

に
競
争
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
(
E
の
や
う
K
、
同
一
の
諸
企

業
が
或
る
場
所
又
は
或
る
献
で
協
力
し
つ
h
あ
る
宇
面
、
他
の

場
所
又
は
他
の
臨
で
競
争
す
る
&
い
ム
と
と
は
興
味
あ
る
現

品
酷
で
あ
る
。
と
同
時
民
、
と
の
と
と
は
、
コ
ン
町
二
ル
ン
の
本

舗
が
療
器
に
在
る
か
を
E
R
K
K
示
唆

L
て
飴
り
あ
る
で
あ
ら

本

号
。
)最

仇
に
、
同
O
吾
R
E
2
?パパ
O
日
。
自
主
新
聞
印
刷
の
原
料
を
供

給
す
-
o
繊
維
原
料
及
び
製
一
紙
工
業
(
N
o
-
-旦
o
F
S
ι
E
-吉

g
z・

E
E
m
)
止
の
密
接
た
る
関
係
主
見
ゃ
う
。
先
づ
第
一
陀

ヨ
ン
ツ
ェ
ル
ン
設
立
者
中
忙
、
製
紙
工
場
の
税
制
者
が
加
入
し

て
ゐ
る
。
そ
し
て
之
等
の
製
紙
工
場
は
、

コ
ン
ヴ
品
ル
ン
内
部

の
務
誌
の
需
要
超
過
量
の
み
を
一
般
市
場
に
提
供
す
る
と
主
主

E 

の

第
二
十
入
管

六
五
の
一

第
四
醜

宜

O 

な
っ
て
ゐ
る
。
第
二
に
、
r
z
n
E
E
Z
0
5
官
官
F
E
品
は
、

之
等
原
料
製
治
工
場
に
封
ず
る
持
株
合
枇
た
る
〉
同
位
0
・
E
Z

『

E
ロ
《
出
自
ι
ロ
雪
。
-
o
司
E
E
F
F
H
F
E
ば
支
回
し
て
ゐ
る
。
そ
し

之
等
原
料
製
池
工
場
K
封
す
る
投
資
及
び
金
融

て
第
三
に
は
、

主
主
と
し
て
替
ん
で
ゐ
る
。

が

z
o
?

岳
巳
呂
町
Z
雪
印
唱
昌
司
♂
「
E
・
の
大
株
主
占
L
て

Pレ

ン

'" 特「
接
た
る
防l
係
を
結
Aノ

マ?
ゐ
る

( 

~f.I 
脳1
，~:' ~ 
tE耐の

=' 
ン
ツ

回

qq'Hハ。回目立回回
国
司

4司

同
・
出
命
『
4

b」

と
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は

国
間
』
・

。
。
目
見
出
向
叫
4

A
の
諸
企
業
を
統
制
し
て
ゐ
る

3

そ
の
主
た
る

曾
枇
陀
二
つ
あ
る
。
第
一
は
と
官
品
目

2
m官
官
E
-

亡
ι
・
で

あ
っ
て
、
同
z
E
C
ロ
司
2
E
-
F
E

の
解
散
の
結
果
部
波
さ
れ
る

と
と
L
な
っ
た
諸
誌
の
う
も
で
、
マ
ン
チ
品
ス
タ
ー
の
z
U
2
q

ロ
唱
邑
n
F
=
を
中
心
主
せ
る
所
謂
冨
自
の
官
民
司
明
。
吾
の
事
一
披

Iごを
P-9)統

を f刷

所と
有」
i~ ?:J 

F ぞ:<，
，-，目〉ゐ-
E るふ
ii o 1<己

前後〉
配者ー
とはe.
FEP1 
0.. ::::. ~ 

-< ~ 
宮巴 首
毛布ロ
切 込

古島車
内担当

~ 5. -$ 

c' g; ~ 
? - 干 が

色
白
『

CEhLMFn-

Newspapersの株式市場関締は凡そ 3600踊暗に上る。
品栴貴本金 '50高時， '"自他忙枇傭 300高時とれ舷軸虫色紙奥 1 一般に&>
4主された。
前掲捌稿、掴頁六三ニ百以下審問。
比コンツ』ルン所属。甜枇を岡示した間闘は都合により省略Lた。

6) 
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主
一
一
緒
に
共
同
統
制
を
行
ふ
と
同
時
に
、
北
部
英
図
に
於
け
る

重
安
・
な
る
地
方
誌
に
射
す
る
持
株
曾
枇
た
る
の
で
あ
る
。
(
た

ほ
之
等
地
方
誌

ω犬
多
数
は

一
九
二
五
年
乃
至
一
九
二
八
年

に
買
収
し
た
白
で
あ
る
。
〉
第
二
は
一
九
二
六
年
忙
包
撤
苫
れ

た
〉
自
己
宮

E
m
:
E
F
E
-
で
あ
る
。
と
れ
は
凡
そ
百
種

に
建
ず
る
通
俗
定
制
刈
行
物
を
強
行
せ
る
出
版
曾
祉
で
あ
る

が
、
ま
た
製
紙
共
他
白
原
料
製
造
工
場
に
封
す
る
国
司
弔
問
。
p

田
ヨ
の
閥
心
を
著
し
く
損
犬
せ
し
め
る
機
縁
ー
と
な
っ
た
。

同
ン
ド
ン
で
は
、
と
り
コ
Y

ツ
ェ
ル

y
は
一
丸
一
六
年
比
民

牧
し
た
と
と
る
の

以
外
に

-
u
t
q
 

民
田

c
ロ
ι
m
4
4
5
M
g

及
び
取
引
所
新
聞
た
る
=
出
口
自
立
且
3
H
S
=

を
所
有
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
在
が
ら
と
の
ヨ

y
ツ
孟
ル

Y
D
重

叶
内
町
岡
田
』

ur--

心
位
、
今
日
占
雌
も
、
地
方
に
存
す
る
も
の
左
見
-
注
げ
れ
ば
在

ら
ぬ
。
在
ほ
製
紙
共
他
原
料
製
浩
工
場
に
劃
す
る
閥
係
も
洩
〈

は
た
い
。
ま
た
こ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
包
叫
糊
さ
れ
て
ゐ
る
同
色

q
d
巴
肖
m
n
E
2
2
-
と
品
・
は
名
簿
出
版
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

〔
附
岡
崎
)鞠

録

英
闘
輔
聞
白
ヨ
シ
ツ
エ
ル
シ

Hpdqzr問
。
ロ
月
百

己
白
J

Y

ツ
品
ル
ン
の
主
脆
曾
枇
段
、
者

-zz-su
民
自

主
害
す
る

E
Z司
ω
r
H
M
4
2
円。

-
F
E
で
あ
る
。
同
批
は
特

別
紙
質
の
製
品
主
主
と
し
て
生
産
す
る
多
く
の
製
紙
工
場
に
謝

す
る
持
株
曾
祉
で
あ
る
。
新
聞
雑
誌
へ
の
進
向
は
、

要
す
る

に
、
製
紙
工
場
の
販
路
と
し
て
確
寅
・
な
る
市
場
主
保
有
せ
ん
が

た
め
で
お
る
。
そ
し

t
製
品
の
紙
面
H
D
閣
係
か
ら
、
美
術
印
刷

献
を
使
用
す
る
一
群
の
「
高
級
雑
誌
」
(
=
口

E
-
5
5
a
F
R
r
s・J

に
先
づ
注
意
を
集
中
し
て
ゐ
る
。
左
ほ
一
丸
二
八
年
の
常
初
、

は
、
と
の
コ
ン
ツ
品

掌
中
に
腕
し
た

E

匂
山
口
可
。
=
。
EnFm

ル
Y

在
し
て
は
最
初
の
日
刊
誌
で
あ
る
。
そ
し
て
と
白
コ
ン
ツ

エ
ル
ン
の
保
守
的
左
経
替
者
が
、
同
誌
の
自
由
主
義
的
特
徴
の

維
持
を
誓
言
し
て
ゐ
る
と
と
は
注
目
陀
慣
し
ゃ
う
。
最
後
に
、

同
品
目
『
日
同
F
F
z
r
-
u
o
u白
書
吋
其
仙
の
諸
都
市
に
於
い
て
、

一
群
の
地
方
誌
を
経
替
し
て
ゐ
る
。
(
附
岡
崎
)

英
国
新
聞
界
で
は
上
越
の
三
大
ヨ
ン
ツ
品
ル
Y

O
他
に
は
、

第
一
一
十
凡
智

第
四
韓

E 

，、
五

品都費本金 675高時。
ー時 Rotherme同一Kon~ern の輩中にあった。
1925設立a 公都費本金4田寓暗。
J(uiio-n解般の際、一時 Rothermere-Konzernr.::也訴されてゐた Lめにき今
日もたほ諸事の相手方たるとり 2 シク孟ルyと白特嘩醐悟を、 Daily Mfrro:r 
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雑

錐

英
闘
新
聞
の
ヨ
ン
ワ
畠
ル
シ

経
済
誌
白
ヨ
J

ツ
品
ル
ン
た
る
吋

HERMS戸一
Z
2
4省
Z
m
p
?

昌

司
吋
い

O百
日
ヨ
ロ
山
リ
共
他
が
あ
る
。
し
か
し
之
等
は
徐
り
重
要
で
た

い
か
ら
、

と
h
で
回
世
相
日
附
附
す
る
。

以
上
の
如
世
英
図
新
聞
界
に
於
け
る
近
時
D
結
合
運
動
は
何

に
起
因
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
と
れ
は
先
づ
第
一
に
、
英

闘
「
新
聞
産
業
」
D
牧
盆
率
。
高
宮
己
主
・
特
に
そ
の
増
進
陀
ょ

っ

τ説
明
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
官
に
、
企
業
集
中
に
基
〈
魁

替
費
低
械
の
利
錠
も
或
る
税
庇
ま
で
原
因
企
た
っ
て
ゐ
る
。
前

記
ヨ
E
ロ
ロ
丘
一

z
o
E宮司
O
B
P
O唱号
Z
F
F
E
-
D
創
立
制
、

特
に
と
の
観
鞘
か
ら
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
「
新
聞
産
業
」
は
英
閣
に
於
い
て
今
日
前
況
で
あ
る
。
し

今
後
も
倫
今
日
に
等
し
き
黄
金
時
代
主
常
に
現
出
し

由芯
し

得
・
な
い
で
あ
ら
う
E
・
と
は
、
他
の
多
く
の
産
業
主
同
じ
く
雷
同
ひ

得
る
で

b
ら
う
o

ヨ
y
ツ
エ
ル
ン
白
組
織
・
と
雌
も
、
「
新
聞
産

業
」
の
利
潤
を
無
剛
山
に
増
殖
せ
し
め
得
る
も
白
で
は
友
ぃ
。
と

h

に
興
味
の
深
い
の
は
三
一
何
日
ロ

o
E旦
=
誌
白
一
吉
で
あ
っ
て
、

第
エ
十
凡
轡

六
五

五

第
四
揖

同
誌
は
「
新
聞
産
業
」
現
時
の
好
況
の
原
因
を
ぽ
先
づ
紙
債
の
低

難
民
誼
〈
。
円
く
、
若
し
紙
慣
が
今
日
、
」
九
一
一
一
年
常
時
の

欣
態
ま
で
再
び
騰
貴
す
れ
ば
如
何
。
日
刊
新
聞
は
恐
ら
く
一
般

に
何
等
D
利
潤
を
も
も
た
ら
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
「
新

間
産
業
」
は
原
料
債
格
の
騰
貴
陀
そ
の
債
絡
を
ば
温
随
せ
し
む

る
と
と
が
、
他
の
諸
産
業
の
宇
う
に
そ
れ
程
容
易
で
た
い
の
で

あ
る
と
。
ま
た
と
の
臨
と
そ
、
「
新
聞
産
業
」
に
於
い
て
縦
断
的

集
中
が
強
く
要
求
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
新
聞
コ

Y

ツ
ェ
ル
ン
の
樹
繍
観
念
は
替
業
主
し

て
白
新
聞

(
N
Z
E同
色
"
の
自
n
F
思
)
で
あ
る
。
モ
己
で
新
聞

界
に
於
り
る
企
業
集
中
心
現
象
は
、
外
形
的
に
は
、
夫
々
特
色

の
わ
る
多
数
の
新
聞
か
ら
、
世
人
白
所
関
=
回
目
q
呂
E
-
=
型

-
と
い
ふ
最
多
数
の
読
者
世
に
迎
合
す
る
様
式
へ
の
特
形
と
た

る
。
た
ほ
護
行
部
散
の
増
大
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
費
用
の
靖

加
を
補
ふ
べ
く
も
な
い
。
そ
し
て
今
日
通
俗
誌
の
牧
入
白
三
分

の
二
は
腕
骨
料
金
で
あ
る
か
ら
し
て
、
出
回
台
料
金
白
「
新
聞
産

業
」
に
於
け
る
重
要
性
は
自
明
白
調
主
た
る
。
か
く
て
霊
行
部

取
が
多
い

t
い
ふ
と
と
は
、
蹟
告
せ
ん
と
す
る
人
々
に
時
々
の

及び Sundii¥yPictorial由開祉とに封L約してゐる。
会栴費本金 5高静。なほ此枇t. A11ied Newspape["s， Ltd. !:の株式市場慣
絡を誼計すると、凡そ 2，α珂高畷に上る。
公稀費本金415高普。
公郁費本金 55高画。
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民
台
機
聞
に
封
ず
る
注
意
を
惹
随
せ
し
め
、
且
っ
そ
の
倒
値
主

充
分
認
織
せ
し
め
、
同
時
に
高
率
な
る
民
昔
料
金
主
是
認
せ
し

め
る
手
段
主
な
る
の
で
あ
る
。

3
y
y
z
ル
ン
は
幅
削
業
主
湖
占
し
得
る
で
あ
ら
う
か
の
む
し

る
そ
の
反
判
で
あ
る
。
コ
ン
ツ
昆
ル

y
相
互
白
競
争
は
、
個
々

調
立
の
諸
誌
加
の
夫
れ
よ
り
も
概
し
て
激
茜
と
な
る
で
あ
ら

ぅ
。
今
日
で
は

E
Z
S
Z
及
び

宮

。
二
大
ョ
ン
ツ

Z

ル
Y

は
財
務
献
胞
が
特
に
甥
聞
で
あ
る
。
モ
れ
だ
け
に
同
?

n
K
E
R
O
卿
の
企
て
た

E
B己
5
3
E
Z
F
E
-
白

地
方
池
山
計
費
は
、
や
が
て
宮
司
干
問
。
ロ
目
E
の
釦
抗
と
た
っ

た
が
、
そ
由
川
の
競
帯
は
漸
く
激
茜
と
な
り
つ
h

あ
る
。
他
方

コ
Y

ツ
Z

ル
ン
の
蹴
犬
は
買
に
制
付
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o
そ
し

て
替
業
的
に
粧
品
百
さ
れ
る
新
聞
は
、
古
風
の
澗
立
不
輔
の
甜
誌

の
存
舗
を
困
難
な
ら
し
め
る
占
共
民
、
ま
た
之
等
を
ば
経
済
的

に
虚
弱
な
ら
し
め

か
く
し
て
自
ら
の
膨
阪
を
容
易
た
ち
し
め

る
の
で
あ
る
。
と
の
制
誌
、
新
聞
ヨ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
他
産
業
に

於
け
る
ヨ
ン
ツ
品
ル
ン
と
何
等
異
な
ら
ぬ
。
モ
己
で
若
し
必
要

と
な
れ
ば
、

骨
叫
主
持
誌
白
目
占
を
一
日
仏
、
ま
た
採
算
の
と
れ
左

雑

鍛

英
嗣
新
聞
申
ヨ
シ
ツ
墨
ル
シ

い
諸
誌
の
一
時
休
刊
を
も
敢
え
て
た
す
で
あ
ら
う
。
最
後
に
今

日
多
数
一
仔
在
し
て
ゐ
る
回
Y

F

V
夕
刊
誌
は
・
数
年
を
向
で
中
'

し
亡
、
僅
か
コ
一
種
に
牧
縮
語
れ
る
で
あ
ら
う
。


